河南町協働のまちづくりを考える懇話会　第２回会合　議事録（要旨）
日時：平成２４年８月２３日（木）

１３：００～１５：４５ 
場所：役場４階大会議室北
◆参 加 者
懇話会）淺岡保裕委員、淺岡幸晴委員、尾野伸一委員、筧俊彦委員、近藤雅美委員、
　　　　大門晶子委員、谷口正輝委員、野村守委員、廣野清枝委員、若生謙二委員
　　　　（５０音順）

　町）　　新田総合政策部長、上野秘書企画課長、和田係長、大喜多主事
◆内　　容（抜粋）
１．開会
○前回欠席の若生委員の挨拶。挨拶のなかで若生委員が独自に考えるまちづくりのモデルケースとして、藤井寺市の津堂城山古墳で人々が憩う姿を写真で紹介。若生委員は老若男女を問わず、地域内のきずなを深めたまちづくりを目指す必要があるという考えを示した。
２．座長の選出について
○筧委員が、若生委員を座長として推薦
筧委員）　座長については、若生委員が適任だ。
以前、「美しい河南町条例」を制定する審議会に若生委員とともに参加したが、その際に若生委員は議長として会議を滞りなく運営され、条例制定まで導かれた。
また、先ほどの自己紹介でもあったとおり、まちづくりに対しても時流
に即した見識をお持ちなので、若生委員を座長に推薦したい。
→委員全員賛成
→若生委員、座長就任を承諾

３．河南町における「協働のまちづくり」について（抜粋）
○下記論点に基づき若生座長の下、議論が行われた。

～論点①：協働のまちづくりの現状～
　　野村委員）ブルーガード（青色防犯パトロール隊）の活動中に気付いたが、近年、以前はよく見られた子供の走りまわる姿が見られなくなっている。お仕着せの公園整備ではなく、子供に何かを作らせる・考えさせるような遊びの場が欲しい。

　　筧委員）　今の子供は野性味がない。遊びはゲーム等親から与えてもらったもので済ませている。親の姿勢が過保護である事も問題だ。

　　若生座長）安全上、子供が遊びまわれる環境が少なくなっている。

　　淺岡（保）委員）両親が共働きのため、親子一緒に遊べないことも原因だ。河南町内に雇用があれば親子一緒に過ごせる時間も増えるだろう。

　　近藤委員）大宝地区の場合、地域で子供たちを見守る体制があるので、子供たちは公園を活発に利用している。

　　　　　　　ただ、子供に帰宅を促すアナウンスは季節の日没の時間に応じて、放送する時間は変化させた方が良い。

　　　　　　　子供たちが活発に公園を利用するには、利用者相互の気遣いが重要だ。

　　廣野委員）河内地区の場合、公園施設はあるが、児童が集まるさくら坂地区の大型の公園まで親御さんが車で子供達を送迎しているケースもある。その場合、５時のチャイムを迎えに行く合図にしているので、放送時間は固定してもらいたい。
　　淺岡（幸）委員）白木地区の場合、公園施設はあるが、塾やサッカーなど習い事の関係で利用が少なく、地域差を感じる。やはり、根本的に少子化問題が存在している。

　　近藤委員）いつも午前１０時頃に熱中症の話がアナウンスで流れる。せっかくアナウンスを流すならば、「今の季節はどこそこでこんな花が咲いている」とか「いついつこういう催しがある」といった情報提供をしてほしい。

　　筧委員）　ゆとり教育について国の総括はないが、塾に行く子どもや、ゲーム等室内で遊ぶ子供が増え、結果、子供が外で遊ぶ事がなくなり、体力が低下した。

　　　　　　　これらを是正し、外で遊べるようにするには、親御さんの協力もいる。

　～論点②：協働のまちづくりの課題～
　　尾野委員）自然が多いことを良いと感じるのかは人の意志による。都市計画も人の意志によるものなので、地域差も人の意志の結果だ。人の意志のあり方は協働のまちづくりにも働きかけるだろう。

　　若生座長）自然が多いことは河南町の特質である。これを活かした協働のまちづくりを目指したい。

　　近藤委員）大宝地区の場合、地区全体の高齢化が進んでいる。今年から防災訓練に大人だけでなく子供も参加するようになったが、現役世代が高齢となり、地区の役員体制から引退する中、どうやって、高齢者の考え方を引き継いでもらうか、また若い世代の新しい考え方をいかにして採り入れるかが課題となる。そこで大宝地区の場合は地域の子供映画会やラジオ体操などにより、世代の交流を図っている。
　　廣野委員）あと、協働のまちづくりの担い手である自治会が高齢化しているので、会場となる集会所等施設の改善が課題となる。

　　　　　　　また、地域によっては登校の見守りを民生委員がお手伝いしている。下校については、不安があるので、スクールガードリーダーや老人会の方々にも見守りの声掛けしているが、ご都合が着きにくく集まりにくい。
大門委員）まず、いかにして協働のまちづくりへの参画を促すかが課題だ。若い世代の参加が少ない問題もあるし、雇用の問題は共働き世帯の参画を阻む。

　　　　　　　つぎに、地域のつながりを強める課題もある。先程のラジオ体操の事例のように、住民同士声を掛けあうことで、交流の輪を広げていくことは大切である。

　　　　　　　また、住民からの意見・要望に倒して改善したという情報や協働のまちづくりの取り組みがある場合は、その事について行政から住民に情報を発信してほしい。住民のフラストレーションがたまらないよう、情報を共有することが大切だ。

　　　　　　　ほか、地域差が住民サービスの格差をもたらすことのない様にもしなければならない。人の少ない地区と人の多い地区とで同じサービスを維持するのは困難になっているので、人の少ない地区はいくつか集約してひとつの活動単位とするような仕組みも必要ではないか。

　～論点③：協働のまちづくりを進めるうえで、住民・議会・行政の役割とは～
　大門委員）町ホームページで情報発信をしてもらっているのに、本日の会合の傍聴者がいない。情報を共有することや情報を流しても住民の反応がないことはこれからの協働のまちづくりの課題だ。

　大門委員）審議会等を立ち上げる際のメンバーの選考基準がはっきりしない。メンバーの選び方次第でもっと住民参画が進むだろう。そういう意味で今回のような公募形式は非常に良い。

　淺岡（保）委員）地域差を埋めるには人口増加が有効だろう。そのためには町内で働ける会社等があれば良いし、人を呼び込む商業集積も誘致して欲しい。

また、町外から転居し、何年か継続して生活することで、補助金が得られる等、定住化や人口増加を促す施策が必要だ。

　　若生座長）協働のまちづくりにおいて議会にはどんな役割を求めるか。

　大門委員）議会と住民の情報共有を議会だよりが担っているが、その掲載内容が報告ばかりに思える。今後の過程等について掲載しないのか。

　野村委員）議会の今後の取り組み予定についての情報発信は、広報かなんに委ねているので、議会だよりでは報告の掲載を主としている。

　近藤委員）情報発信という点で河南町自体の知名度が低いのは課題だ。桜、ナス、イチジクが名物だが、それらを食べる場所がないので町外の人は買って帰るだけだ。

　　　　　　食堂等町外の人々が留まることのできる場所を作り、そこで河南町の情報発信をしなければならない。

　若生座長）その問題は、千早赤阪村、太子町にも共通して言える問題だ。情報発信ができる空間設計が求められる。

　筧委員）　施設誘致には土地関連の法規制など制約が多い。

　淺岡（幸）委員）土地はあるのに建築規制があり、建てられないという現状は問題である。

　大門委員）住民がまちづくりへの参画するには、住民がまちづくりの情報をどう得られるかが課題となる。参画しやすくなるように、町民側に情報を発信してもらいたい。

　～論点④：担い手の一つである自治会はこのままで大丈夫か～
　大門委員）自治会に加入率が低い。参加する人、参加しない人が固定化している。若い女性の育児や、高齢者単独世帯のように介護などで参加できない方もいる。

　～議論取りまとめ～
　　若生座長）議論で挙がったこれら意見を、次回以降、河南町独自の「まちづくり基本条例」を検討する際の指針としたい。

→委員一同同意
４．その他
　～次回日程～
○１０月１２日（金）１６：００～、場所は役場４階大会議室北。

○大門委員から次回会合までの期間を利用して、「まちづくり基本条例」の条文に盛り込むアイディアを出し合う作業部会を設ける提案が出されたものの、時期尚早との理由で、委員有志による勉強会を開くこととなった。

　大門委員）次回、懇話会会合開催まで２カ月程度の間がある。折角なので、我々各委員の勉強も兼ねて、今日の議論で出しあった「協働のまちづくり」に関する課題・意見を基にどのような条文を盛り込んだら良いか、アイディアを出し合う作業部会的な会合を開いてみてはどうだろうか。

　　淺岡（幸）委員）今日の段階では議論が成熟しておらず、まだ早いのでは。

　　野村委員）条文案についての議論を行うには、まだ尚早で無理がある。「まちづくり基本条例」の概要を学ぶ勉強会というかたちで希望者による自由参加としては。

→各委員の自由参加として、事務局より後日、開催の案内を通知することとなった。
○第１回会合で野村委員、尾野委員より要望のあった「石川地区の根本的な人口（夜間人口）」については、事務局より平成２２年国勢調査結果を基にした別紙資料を提示。

ただし、現時点での調査結果集計・公表の最小単位が河南町であるため、「河南町全体の根本的な人口（夜間人口）」の提示となった。

５．閉会









